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さ
き
に

開
日
本
の
近
代
化
と

ロ
コ
コ
趣
味
」

と
題
す
る
小
論
に
お
い
て
、
筆
者
は
明
治
維
新
と
と
も
に
日
本
に
招
来
さ
れ
た
西
欧
の
文
化
の
中

で
、
十

八
世
紀
の
フ
ラ

ン
ス
に
お
こ

っ
た

ロ
コ
コ
趣
味
が
西
欧
の
各
地
を
経
て
、
鹿
鳴
館
と
迎
賓
館
を
中
心
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
取
扱

っ
た
。
そ
し
て
日
本

の
古
来

の
文
化
の
な
か

に
も

ロ
コ
コ
趣
味
と
同
種
の
性
格
を
も

つ
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
適
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
鹿
鳴
館
と
迎
賓
館
は
必
ず
し
も
同

一
に
論
ず

べ
き
問
題
で
は
な
く
、
そ

の
社
会
的
背
景
や
必
要
性
に
お
い
て
も
か
な
り
異

っ
た
面
が
み
ら
れ
る
。
明
治
十
四
年
に
着

工
さ
れ
同
十
六
年
に
完
成
し
、
同

二
十
年

に
は
殆
ん
ど
そ
の
使
命
を
終
f
し

た
鹿
鳴
館
の
も

つ
問
題
と
、
明
治
三
十
二
年
か
ら
十
年
が
か
り
で
完
成
し
、
以
来
わ
が
国

の
国
賓
的
宿
泊
所
と
な

っ
た
迎
賓
館
を
中
心
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

は
、
単

に
点
と
線
と
い
う
よ
う
な
面
を
越
え
て
、
明
治
時
代
の
も

つ
本
質
的
課
題
に
触
れ
る
も
の
が
あ
る
。

本
研
究

は
共
同
研
究
者
で
あ
る
同
志
社
大
学
教
授
金
田
民
夫
氏
の

闇
明
治
美
学
史
年
表
」
に
関
連
し
て
、
鹿
鳴
館
時
代
を
中
心
に
明
治
初
年
以
来
の
美
術
に
関
す
る
欧

米
と
の
比
較
年
表
で
あ
る
。
同
時
に
わ
が
国
の
欧
風
化

の
概
略
的
な
あ
と
づ
け
と
も
な

っ
て
い
る
。

な
お
美
学
関
係
美
術
関
係

の
項
目
に
つ
い
て
は
、
金
田
氏

「
明
治
美

学
史
年
表
」
と
の
重
複
を
避
け
る
た
め
、
故
意
に
省
略
し
た
も
の
も

あ
る
こ
と
を
お
こ
と
わ
り
し
て
お
く
。
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本
年
表
と
関
連
し
、
既
稿

「
日
本
の
近
代
化
と

ロ
コ
コ
趣
味
」
に
お
い
て
取
上
げ
な
か

っ
た
問
題
と
し
て
三
つ
の
こ
と
を
指
適
し
た
い
。
そ
れ
は
明
治
初
年
に
お
け
る

日
本
の
近
代
化
に
関
連

の
あ
る
西
欧
諸
国
が
、
米
国
を
も
含
め
て
多
数
の
国
で
あ
り
、
決
し
て
特
定

の
単

一
国
家
が
わ
が
国
と
特
別
な
関
係
を
持

っ
て
い
た
の
で
は
な
い

年
表
に
み
る
鹿
鳴
館
時
代



年
表
に
み
る
鹿
鳴
館
時
代

と
い
う
こ
と
、
お
よ
び
明
治
初
年
の
日
本
の
欧
風
化
が
ほ
と
ん
ど
明
治
五
年
く
ら
い
ま
で
に
そ
の
緒
に
つ
き
、
し
ば
ら
く
低
迷
し
た

の
ち
明
治
十
年
代
の
後
半
ー
す
な
わ

ち
鹿
鳴
館
時
代
に
い
た

っ
て
ほ
ぼ
定
着
し
て
い
る
こ
と
、
し
た
が

っ
て
鹿
鳴
館
時
代
は
早
す
ぎ
た
欧
風
化
で
は
な
く
か
な
り
の
欧
風
化

の
基
盤

の
上
に
成
立

っ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
美
術
に
か
ん
し
て
は
洋
画
関
係
は
明
治
後
半
に
な

っ
て
か
ら
よ
う
や
く
順
調
に
定
着
し
は
じ
め
、
前
半
に
お
い
て
は
ま
だ
徴
弱
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

そ

し

て
明
治

二
十
年
頃
ま
で
の
日
本

の
欧
風
化
は
、
そ
れ
以
後
の
欧
風
化

に
比
し

て
極
め
て
原
初
的
爆
発
的
で
あ
り
、
や
や
も
す
れ
ば
鹿
鳴
館
時
代
が
早
す
ぎ
た
欧
風
化
と

評
価
さ
れ
る
ほ
ど
に
、

全
体
と
し

て
は
落

つ
い
た
組
織
的
な
性
格
を
有
せ
ず
、

そ
れ
だ
け
わ
れ
わ
れ
の

興
味
を
か
き
た
て
る
面
も

多
い
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
。ま

ず
明
治
維
新
に
先
だ

っ
て
わ
が
国
に
来
朝
し
た
西
欧
諸
国
は
ア
メ
リ
カ

(
一
八
五
三
年

ペ
リ
ー
)
よ
り
以
前
に
オ
ラ
ン
ダ

(徳
川
幕
府
に
よ
り

一
六
四
〇
年
以
来
長

崎
に
居
住
貿
易
)
、
イ
ギ
リ
ス

(
一
八
〇
八
年
長
崎
入
港
)
、

ロ
シ
ア

(
一
八
三
六
年
漂
民
護
送
)
、

ア
メ
リ
カ

(
一
八
三
七
年
入
港
砲
撃
)
、
フ
ラ
ン
ス

(
一
八
四
四

年
通
商
要
求
)
な
ど
各
国
に
お
よ
び
、
明
治
維
新
以
後
も
わ
が
国
と
諸
外
国
の
関
係
は
、

一
国
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
継
続
さ
れ
た
。
東
洋

の

一
島
国
で
あ
る
日
本
に

と

っ
て
こ
の
こ
と
は
偶
然

で
は
な
く
、
諸
国
が
東
方
に
視
点
を
移
し
行
動
範
囲
を
ひ
ろ
げ
る
以
上
は
、
諸
外
国
と
種

々
の
異
な

っ
た
関
係
が
成
立
す
る
の
は
当
然
の
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
ま
た
日
本
に
と

っ
て
欧
米
諸
国
を
同
時
に
並
列
的

に
理
解
し
受
け
い
れ
る
結
果
と
な
り
、
特
定

の

一
国
と
特
殊
な
関
係
を
持

つ
と
い
う
状

況
を
免
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
明
治
初
年

の
日
本
人
に
と

っ
て
諸
外
国
は
理
念
的

に
多
数
の
海
外
に
お
け
る
国
家
で
あ
り
、
常

に
比
較
し
な
が
ら
そ
の
存
在
を
把
握
す
る

対
象
で
あ

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
日
本

の
近
代
化
と
り
わ
け
文
化
的
側
面

の
欧
風
化

に
と

っ
て
等
閑
視
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
で
あ
り
、
平
等
に
欧
米
諸
国
の
文
物
を
受
け

い
れ
た
と
こ
ろ
に
日
本
の
近
代
化

の
ス
ピ
ー
ド
の
速
さ
と
か
な
り
複
雑
な
性
格
が
成
立
し
た
と
い
え
よ
う
。
明
治
初
年
の
長
崎
版
画
や
横
浜
浮
世
絵
に
欧
米
諸
国
の
船
舶

や
人
物
、
言
語
を
並
列
的
に
対
比
し

て
描
く

テ
ー

マ
の
多
い
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
意
識

の
表
現
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
明
治
初
年
お
よ
び
そ
れ
以
後

の
欧
風
化

の
基
準
が
、

一
国
に
偏
せ
ず
多
数
の
国
か
ら
範
を
と
る
結
果
に
な

っ
た
こ
と
も
こ
の
よ
う
な
事
実
と
関
連
が
あ
る
。
も

っ
と
も
そ
の
当
時
す
な
わ
ち
十
九
世
紀

末

の
欧
米

の
風
俗
文
物
は
、
ど
の
国

一
つ
を
と

っ
て
も

フ
ラ

ン
ス
の
ロ
コ
コ
趣
味

の
影
響
を
受
け
た
か
な
り
共
通
性

の
あ
る
も

の
で
あ

っ
た
こ
と
を
考
慮
に
い
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
。
さ
ら
に
こ
の
こ
と
を
鹿
鳴
館
に

つ
い
て
問
題
に
す
る
な
ら
、
英
国
人
バ
ッ
ト

・
バ
ー
に
よ

っ
て

「
そ
の

(筆
・者
注
鹿
鳴
館

の
)
や
や
古
風
な

ス

タ
イ

ル
は
イ
ギ
リ
ス
人
の
設
計
に
よ
る
も

の
で
あ

っ
た
。
建
物

の
中
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
料
理
人
が
監
督
す
る
大
食
堂
、
そ
れ
に
大
広
間
、
応
接
間
、
娯
楽
室
、
舞

踏
室
、

『
散
策

の
た
め
の
回
廊
」
も
あ

っ
た
。

バ
ー
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
タ
バ
コ
、
ド
イ
ツ
の
ビ
ー

ル
、
ア
メ
リ
カ
の
カ
ク
テ

ル
が
売
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
開
館
の
さ
い
、
日
本
の
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外
務
大
臣
は
、
鹿
鳴
館
が
国
際
交
流
の
場
を
提
供
す
る
た
め
に
建
設
さ
れ
た
の
だ
、
と
声
明
し
た
。

『
我
が
国
最
高
の
人
士
は
外
国
人
と
の
大
規
模
な
社
交

の
手
本
を
示

す
こ
と
が
で
き
る
」
と
彼
は
説
い
た
。
大
臣
は
さ
ら
に
つ
け
く
わ
え
て
、
以
上
の
考

え
は
、

『
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
親
し
く
交
る
こ
と
」
を
例
証
す
る
た
め
に
、
中
国
の
古

い
宴

の
歌
か
ら
借
用
し
た
鹿
鳴
館
と
い
う
名

の
な
か
に
示
さ
れ
て
い
る
、
と
も
言

っ
た
。
」
と
述

べ
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
命
名
を
も
ふ
く
め
て
考
え
れ
ば
実
に
中

国
に
ま

で
及
ぶ
東
西
文
化

の
結
晶
こ
そ
鹿
鳴
館
に
ほ
か
な
ら
ず
、
当
時
の
日
本
人
に
は
そ
の
よ
う
な
混
合
が
少
し
も
奇
異
で
な
か

っ
た
と

い
う
こ
と
は
興
味
ふ
か
い
も
の

が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

次
に
明
治
初
年
の
日
本
の
欧
風
化
は
お
ど
ろ
く
べ
き
速
さ
で
進
捗
し
、
年
表
に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
建
築

(明
治
元
年
)
、
電
信
業
務

(同

二
年
)
、
遣
外
使

節
、
郵
便
制
度

(同
四
年
)
、
太
陽
暦
、
学
制

(同
五
年
)
な
ど
多
く
の
事
柄
が
明
治
五
年
頃
ま

で
に
完
了
し
て
い
る
。
同
時
に

一
般
に
肉
食
、
靴

の
製
造
、
ア
イ
ス
ク

リ
ー

ム
の
製
造

(
い
ず
れ
も
明
治
二
年
)
、

服
装

・
断
髪
令

(同
五
年
)

な
ど
極
め
て
初
期
に

一
般
の
生
活
に
関
連

の
あ
る
事
項
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
も
見
除
せ
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
電
信
、
郵
便
、
暦
な
ど
の
事
項
を
除

い
て
は
、
明
治
十
年
前
後

に
そ
れ
ら
は

}
度
低
滞
し
て
、
十

二

・
三
年
頃
か
ら
再
び

一
般
化
さ
れ
、
や
が

て
明

治
十
年
代
後
半

に
定
着
す
る
道
を
た
ど

っ
て
い
る
。
学
制

で
す
ら
そ
の
路
線
上
に
あ
り
、
鹿
鳴
館
は
明
治
十
四
年

に
着

工
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ま
さ
に
こ
の
欧
風
化

の

一

般
的
定
着
の
最
初
の
波

に
乗

っ
た
出
来
事
と
考
え
ら
れ
る
。
と
は
い
え
鹿
鳴
館
の
建
設
と
そ
れ
に
伴
う
諸
行
事

の
派
手
さ
き
ら
び
や
か
さ
は
、
や
は
り

一
般
の
水
準
と
か

な
り
か
け
は
な
れ
た
も

の
で
あ
り
、
当
時
の
人

々
に
よ

っ
て
異
質
不
穏
当

の
評
価
が
な
さ
れ
た
の
も
然
る
べ
き

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
従
来
は
た
ん
に

一
方
的
に
鹿
鳴

館
が
当
時
の
風
潮
か
ら
飛
躍
し
た
荒
唐
無
稽
な
思
い
つ
き

の
よ
う
に
取
扱
わ
れ
る
こ
と
に
た
い
し

て
は
、

こ
の
年
表
に
み
ら
れ
る
前
述

の
流
れ
を
考
え
合
せ
る
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
の
ひ
と

つ
の
裏
付
け
と
し
て
本
年
表
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

鹿
鳴
館
時
代
の
欧
風
化
と
は
別
に
わ
が
国
の
美
術
界
の
欧
風
化
は
比
較
的
お
そ
く
、
明
治

三
十
年
代
に
な

っ
て
よ
う
や
く
規
道
に
乗
り
は
じ
め
る
。
初
期
に
英
国
に
留

学
し
た
国
沢
新
九
郎

な
ど
が
帰
国
し
て
か
ら
後
に
早
く
世
を
去

っ
た
こ
と
や
、
こ
の
時
代
の
フ
エ
ノ
ロ
サ
、
天
心
ら

の
日
本
に
た
い
す
る
積
極
的
な
評
価
が
や
や
も
す
れ

ば
洋
風
画
を
後
退
さ
せ
る
結
果
と
な
り
、
明
治
二
十
年
頃
ま
で

い
わ
ゆ
る
鹿
鳴
館
時
代
ま
で
に
は
充
分
な
成
果
が
あ
が

っ
て
い
な
い
と
い
え
る
。
な
か
で
も
第

一
回

内
国
絵
画
共
進
会

(明
治
十
五
年
)

の
規
則
第
三
条

に

「
西
洋
画
ヲ
除
ク
ノ
外
流
派
ノ
如
何
ヲ
問

ハ
ス
都
テ
出
品
ス
ル
ヲ
得

ヘ
シ

(略
)
」
、
第

二
回
内
国
絵
画
共
進
会

(明
治
十
七
年
)
の
規
制
第
四
条

に

「
洋
法
ノ
画

ヲ
除
ク
ノ
外
流
派
ノ
如
何

ヲ
問

ハ
ズ
総
テ
出
品

ス
ル
ヲ
許

ス

(略
)
」
な
ど
洋
風
画

の
受
難
時
代
が
鹿
鳴
館
時
代
と
重

な

っ
て
い
る
こ
と
は
特
筆
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
当
時
の
パ
リ
画
壇
は
十
九
世
紀
末
の
バ
ル
ビ
ゾ
ー

ン
派
や
ク
ー

ル
ベ
ら
の
時
代
を
経

て
印
象
派
が
華
や
か
に
脚
光

年
表
に
み
る
鹿
鳴
館
時
代
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年
表
に
み
る
鹿
鳴
館
時
代

を
浴
び
る
時
期
に
当
り
、
日
本
の
洋
風
画
と

の
交
流
を
考
え
る
上
で
数
々
の
問
題
を
提
供
し
て
い
る
。
さ
ら
に
鹿
鳴
館
時
代
と
前
後
し
て
翻
訳
文
学

に
つ
い
て
考
え
る
必

要
が
あ
る
が

こ
れ
は
他
日
に
ゆ
ず
り
た
い
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
わ
が
国
の
明
治
初
年
の
欧
風
化
は
鹿
鳴
館
を

一
つ
の
中
心
点
と
し
て
、
明
治

二
十
年
ま
で
に
第

一
段
階
的
な
進
展
を
と
げ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
明
治

二
十
年
後
に
も
な
お
鹿
鳴
館
で
夜
会

や
晩
餐
会
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
た
事
実
は
存
在
す
る
が
、
条
約
改
正
を
目
標
と
し
た
当
初

の
鹿
鳴
館
の
意
味
は
、
明
治

二

十
年
を
も

っ
て

一
応
の
区
切
り
を

つ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
明
治

二
十

一
年
に
は
大
隈
重
信
が
外
相
と
な
り
、
明
治

二
十
二
年

に
は
伊
藤
博
文
が
起
草
し
た
旧
憲
法
が

公
布
さ
れ
、
日
本

の
近
代
化
は
次
第
に
安
定
し
て
く
る
。
迎
賓
館

の
問
題
は
そ
の
明
治

の
後
半
に
属
し
、
日
清

.
日
露
両
戦
争
と
い
う
画
期
的
な
事
件
が
起
る
こ
と
を
忘

れ

て
は
な
ら
な
い
。
鹿
鳴
館

の
問
題
は
実
に
明
治
期
前
半
の
ひ
と

つ
の
わ
が
国
の
象
徴
と
し
て
新
し
く
考
察
し
直
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

(6)(5}(4)(3)(2)(1)

注
拙
稿
大
手
前
女
子
大
学
論
集
第
十
号

(昭
和
五
十

一
年
十

一
月
十
日
)
所
載

金
田
民
夫
編

「明
治
美
学
史
年
表
」
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
人
文
科
学
8
第

二
巻
第
四
号

(
一
九
七
六

・
十
二
)

鹿
鳴
館
の
建
設
事
情
お
よ
び
経
過
に
つ
い
て
は
ω
拙
稿
参
照
。

バ
ッ
ト

・
バ
ー
著
内
藤
豊
訳

「鹿
鳴
館
1
や

っ
て
来
た
異
人
た
ち
r
」
早
川
書
房
昭
和
47
年

9
月
20
頁
～
21
頁

浦
崎
永
錫
著

「
日
本
近
代
美
術
発
達
史

〔
明
治
篇
〕
」
東
京
美
術
刊
昭
和
49
年
7
月
九
二
頁
～

一
五

一
頁

江
藤
淳
著

「明
治
の
群
像
1

『
海
に
火
輪
を
』」
新
潮
社

昭
和
五
十

一
年
九
月
皿
頁

小
木
新
造
、
前
田
愛
編

「明
治
大
正
図
誌
第

一
巻
東
京

一
」
筑
摩
書
房
昭
和
53
年
2
月
m
頁
～
鵬
頁

西

暦

元

号

日

本

欧

米

一
八
六
七

一
八
六
八

慶

応

三

明

治

元

明
治
天
皇
践
祥
、
大
政
奉
還

神

戸

開

港

清

水

喜

助

ー
築

地

ホ

テ

ル
館

ド

イ

ツ

人

ワ

ー
グ

ナ

ー

(0
9
を

①
αq
昌
①
「)

来
朝

パ

リ

万

国

博

覧

会

、

マ

ル
ク

ス
陛

資

本

論

ア

ン
グ

ル

(O
」
　
σq
『①
)

死

(
一
七

八
〇

～
)

ミ

レ
ー

(国
暉
7
h
凶=
①
一)

目
落

穂

拾

い

ナ
ポ

レ
オ
ン
皿
世

「労
働
災
害
保
険
」
の
設
立

ス
ペ
イ
ン
で
プ
リ
ム
の
革
命

(女
王
イ
サ
ベ
ラ
は

一
八
七
〇
迄
、

ス

へ
亡
命
)

フ
ラ

ン

一3a‐



一
八
六
九

明

治

二
==

一=

八
七
〇

明

治

 

一
八

七

一

明

治

四

五
月

五
稜
郭
の
陥
落

(戊
辰
戦
争
の
終
)

六
月

版
籍
奉
還

(同
時
に

「華
族
」
と
い
う
名
称
を
布
告

(
}
し
年
ヒ

月
華
族
令
)

東
京
～
横
浜
問
電
信
業
務
開
始

(テ
レ
グ
ラ
フ
)

(明
治
三
、
ー
阪
神
に
電
信
架
設
、
明
治
五
、
1
東
京
～
関
西
、
明
治

六
、
長
崎
ま
で
)

北
海
道
開
発
開
拓
使
設
置

(明
治

一
五
廃
止
)

靴
の
製
造

(陸
奥
完
光
、
大

村
益
次
郎
の
す
す
め
、
明
治

一
四
～
五
、
官

吏

・
巡
査

・
教
員
が
使
用
)

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

横
浜
町
田
房
造
売
り
出
す
。
明
治

=

年
風
月
堂
試

作
、

=
二
年
東
両
国
元
町
三
橋
堂
、

一
九
年
風
月
堂
新
聞
広
告

「御
養
生
牛
肉
」
堀
越
藤
吉

が
芝
で
は
じ
め
て
開
業

川
上
冬
堂
聴
香
読
画
館
を
開

き
洋
画
を
教
授
す
る
。

国
沢
新
九
郎
渡
欧
。

靖
国
神
社
本
殿

平
民
が
名
字
を
名
の
る
こ
と
を
許
さ
れ
る

大
阪
造
幣
寮

の
応
接
所

(泉
布
観
と
し
て
現
存
す
る
も
の
イ
ギ
リ
ス
人
ウ

オ
ー
ト
ル
ス

(↓
」

°乏
讐
臼
ω)

物
産
局
仮
役
所

(博
物
館
の
は
じ
ま
り
)

仮
名
書
魯
文

「
西
洋
膝
栗
毛
」
を
著
す

一
二
月
横
浜
毎
日
新
聞
創
刊

(日
刊
新
聞
の
は
じ
ま
り
)

廃
藩
置
県

(東
京
、
大
阪
、
鎮
西
、
東
北
に
四
鎮
台
を
置
く
)

岩
倉
具
視
を
特
命
全
権
大
使
と
す
る
遣
外
使
節
団
横
浜
を
出
航

大
久
保
利
通
、
木
戸
孝
允
、
伊
藤
博
文
、
山
口
尚
芳
)

近
代
郵
便
制
度
開
始

(東
京
～
大
阪
三
昼
夜
余
)

年
表
に
み
る
鹿
鳴
館
時
代

(副
使
は

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
教
A室
廃
止

ア
メ
リ
カ
大
陸
横
断
鉄
道
の
開
通

フ
ラ
ン
ス
で
議
会
主
義
再
建
の
上
院
決
議

ス
エ
ズ
運
河
開
通

カ

ル
ポ
ー

(』』
°9

趨
Φき
×
)
n
踊
り

(パ
リ
オ
ペ
ラ
座
)

普
仏
戦
争

(ナ
ポ

レ
オ
ン
皿
世
の
退
位
、

イ
タ
リ
ア
軍
ヴ
ァ
チ
カ
ン
占
領

パ
リ
包
囲
戦
)

ヴ

ェ
ル
サ

イ

ユ
宮

殿

で
プ

ロ
イ

セ

ン
王

に
よ

る

ド
イ

ツ
皇

帝

即

位

マ

ル
ク

が

ド

イ

ツ
帝

国

宰

相

と

な

る

)

パ

リ

コ
ミ

ュ
ン
起

る

。

ロ
ダ

ン

(〉
°
カ
o
臼
口
)

イ

タ

リ

ア

へ

(
ビ

ス

3i

●"



年
表
に
み
る
鹿
鳴
館
時
代

一
八
七
二

一
八
七
三

明

治

五

明

治

六

西
洋
絵
具
の
輸
入
、
高
橋
由

一
油
絵
の
展
観
、

川
上
生
産

「西
画
指
南
」
近
藤
正
純

「泰
西
画
式
」

岩
倉
具
視
ら
ア
メ
リ
カ
大
統
領

(
一
月
二
五
日
)
、
イ
ギ
リ
ス
国
王

二

一
月
五
日
)
、

フ
ラ
ン
ス
大
統
領

(
一
一
月
二
八
日
)
と
会
見
。

新
橋
～
横
浜
間
鉄
道
開
業
、
太
陽
暦
使
用

学
制
領
布

(フ
ラ
ン
ス
の
制
度
に
な
ら

っ
て
全
国
に
大

・
中

・
小
の
学
区

を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
大
学
校
、
中
学
校
、
小
学
校
を
置
く
。

(し
か
し
実

行
で
き
ず
翌
年
ま
で

一
〇
、
○
○
○
を
越
す
小
学
校
。
明
治

=
二
年
初
等

科
、
中
学
科
、
高
等
科

に
分
け
ら
れ
た
。
留
学
生
規
則
も
あ
り
、
イ
ギ
リ

ス

・
フ
ラ
ン
ス

・
ド
イ
ツ

・
ア
メ
リ
カ

へ
)

紀
州
藩
主
徳
川
茂
永
宮
内
省

に
献
上

(赤
坂
離
宮
)

官
営
模
範
工
場

(群
馬
県
高
岡
の
製
糸
場
)

(建
築
資
材

・
内
部
の
機
械
類
す
べ
て
フ
ラ
ン
ス
よ
り
)

二
月
の
大
火
に
よ
り
丸
ノ
内
～
銀
座
、
築
地
の
外
人
居
留
地
あ
た
り
ま
で

丸
焼
け

(明
治
七
年
ま
で
に
銀
座
の
新
し
い
街
が

つ
く
ら
れ
た

一
四
、
○

○
○
戸
に
達
す
る
)
。

ガ
ス
燈

(明
治
七
～
九
年
に
増
え
る
)

大
礼
服

・
通
常
礼
服
制
定

(天
皇
も
着
用
)

婦
人
礼
服
は
明
治

一
五
年

(皇
后
は

一
五

・
六
年
)

明
治

一
八
年
女
学
校
の
制
服
、
男
子
は

一
九
年
。

断
髪
令

(明
治
七
年
頃
ま
で
に
殆
ん
ど
実
施
)

石
版
印
刷
は
じ
ま
る
。

岩
倉
具
視
ら
ベ
ル
ギ
ー
国
王

(二
月

一
八
日
)
、
オ
ラ
ン
ダ
国
王

(
二
月

ク

ー

ル
ベ

(O
°
0
8

ま

8

コ
ミ

ュ
ン

に
参

加

、

美

術

委

員
長

と

な

り

、

コ
ミ

ュ
ン
敗

北
後

、
ヴ

ァ

ン
ド

ー

ム
広

場

の
ナ

ポ

レ
オ

ン
記

念

柱

破

壊

の

罪

に
問

わ

れ
、

投

獄

さ

れ

、

ウ

ィ
ー

ン
か

ら

ス
イ

ス

へ
亡

命

す

る

。

シ

ュ
リ

ー

マ

ン
の

ト

ロ
イ

古

代

遺

蹟

発

掘

開

始

最
初
の
五
月
法
と
文
化
闘
争
の
は
じ
ま
り

(聖
職
者
の
任
免
権
と
宗
教
の
自
由
、
ド
イ
ツ
)

三
帝
会
議

(ド
イ
ツ
ー
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
ー
世
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
ー
フ
ラ
ン

ツ

・
ヨ
ー
ゼ
フ
ー
世
、
ロ
シ
ア

(
ア
レ
ク
サ
ン
ド

ル
皿
世
)
翌
年
三
帝
同

盟ウ

イ
ー
ン
万
国
博
覧
会
に
日
本
美
術
を
出
品

一32一



一
八
七
四

一
八
七
五

一
八

七
六

一
明

治

九

明

治

八

明

治

七

二

五

日
)
、

ド

イ

ツ
皇

帝

(
三
月

一

一
日

)
、

ロ
シ

ア
皇

帝

(
四
月

三
日
)

デ

ン

マ
ー

ク
国

王

(
四
月

一
九

日

)

、

ス

エ
ー
デ

ン
、

ノ

ル
ウ

エ
ー

国

王

(
四
月

二

五

日

)

、

イ

タ

リ

ア
国

王

(
五
月

=

二
日
)

、

オ

ー

ス
ト

リ

ア

皇

帝

(六

月

八

日
)

、

ス
イ

ス
大

統

領

(六

月

一
=

日
)

に

会

見

、

年
内

に
前

後

し

て
帰

朝
。

征

韓

論

敗

れ
る

。

五

姓

田
芳

柳

11

明

治

天

皇

像

新

聞

紙

条

目

一
八

ケ
条

公

布

岩
倉
具
視
、
赤
坂
喰
違
で
襲

わ
れ
て
負
傷
。

国
沢
新
九
郎
イ
ギ
リ
ス
よ
り
帰
朝
し
、
翌
年
平
河
町
に
彰
抜
堂
を
開
く
。

フ
ラ
ン
ス
人
、
ア
ベ
ル

・
ゲ
リ
ー
ノ
来
日

(陸
軍
士
官
学
校
図
画
教
師
)

安
藤
信
光
が
両
国
に
油
絵
縦
覧
所
を
開
く
。

イ
タ

リ

ア
人

、

キ

ヨ
ソ
ネ

(
国
゜
〇
三
。
ω
。・8

①
)

来

日

博

覧

会

事

務

局

が

東
京

博

物

館

と

な

る
。

国

沢

新

九

郎

洋

画

展
覧

会

を

開

く

、

同

志

社

創

立

。

年
表
に
み
る
鹿
鳴
館
時
代

(大
蔵
省
紙
幣
寮
)

廃

刀
令

公

布

。

札

幌

農

学

校

に

ク

ラ

ー

ク

来

日

(
前

年

開

校

)

東

京

医

学

校

に

ベ

ル
ツ
来

日

工
部

省

所

轄

の

工
学

校

(翌

年

工
部

大

学

校

と
改

称

)

附

設

の
美

術

学

校

教

師

と

し

て
、

八

月

、

フ

ォ

ン
タ

ネ

ジ

(〉
.
閃
O
嵩
叶
鋤
コ
①
ω一)

(絵

画
)

一

一

月

、

ラ
グ

ー
ザ

(
<
勇

9
σq
話

p
)

(彫

塑
)

カ

ペ

レ

ッ
チ

(O
°
<
°
O
鋤
竈

?

=
①
慈

)

来

朝

(
建

築

)

(
フ

ォ

ン

タ

ネ

ジ

は

=

年

帰

国

)

高

橋

由

一
ー
鮭

ロ

ン
ド

ン
経

常

博
覧

会

ド

イ

ツ
軍

の

フ
ラ

ン

ス
占

領

終

結

王

政
復

古

の
失

敗

(
フ
ラ

ン

ス
)

ラ

ン
ボ

ー

11

地
獄

の
季
節

ト

ル

ス
ト

イ

ーー
ア

ン
ナ

・
カ

レ

ニ
ナ

(～

ぴq
巳
口
)

の
結

婚

一
八

七

七

)
ゴ

ー
ガ

ン

(℃
°
Ω
聖

1

ア

ル
フ
ォ
ン
ゾ

一
二
世
復
位

(
ス
ペ
イ
ン
)

フ
ラ
ン
ス
共
和
国
建
設
に
関
し
、
共
和
派
と
ポ
ナ
パ
ル
ト
派
の
論
議

印
象
派
第

一
回
展
覧
会

メ

ル
ボ

ル

ン
万
国

博

覧

会

ミ

レ

ー

(
一
八

一
四

～
)

死

、

コ

ロ
ー

フ

ラ

ン
ス

で
憲

法

可

決

(
共
和

国
)

(ρ

O
o
δ
け)

(
一
七

九

五

～

)

死

フ

ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
国
博
覧
会

(缶
詰
の
技
術
が
伝
え
ら
れ
る
)

ベ

ル
の
電
話
機
発
明

印
象
派
第
二
回
展
覧
会

ド
ガ

(即

U
Φσq鋤
。゚)
踊
り
子

ア
メ
リ
カ
独
立

一
〇
〇
年
記
念

七
月
四
日
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
開
館

一33一



年
表
に
み
る
鹿
鳴
館
時
代

一
八
七
七

一
八
七
八

明
治

一
〇

明
治

二

}

天

七
九
可

治
三

一

西
南
戦
争

第

一
回
内
国
勧
業
博
覧
会

(東
京

・
上
野
)

東
京
の
開
成
、
医
学
両
学
校

が
合
併
し
東
京
大
学
と
な
る
。

江
戸
川
製
陶
所
設
立
さ
れ
る
。

勧
工
会

(後
の
東
京
彫
工
会
)
が
起
る
。

工
部
省
は
北
品
川
に
工
作
分
局
を

設
立
し
、

イ
ギ
リ
ス
人
技
師
を
招

い

て
、
プ
リ

ン
ト

・
ガ
ラ
ス
、
カ
ッ
ト

・
ガ
ラ
ス
等
の
製
法
を
教
授
さ
せ
て

い
る
。

イ
ギ
リ
ス
人
コ
ン
ド
ル

(匂
O゚
。巳
邑

来
日

(工
部
省
技
術
官
並
に
工
学

寮
教
師
と
し
て
工
部
大
学
校

に
造
家
学
科
を
担
当
し
、
日
本
人
建
築
家
の

養
成
に
尽
力
す
る
。

七
月
は
じ
め
て
数
度
刷
着
色
の
色
版
印
刷
が
行
わ
れ
る
。

塩
川
文
麟

(七
〇
才
)
死
、
国
沢
新
九
郎

(一一二

才
)
死

大
久
保
利
通
刺
殺
さ
れ
る

(
四
八
才
)

郡
区
町
村
編
制
法
等
の
制
定

陸
軍
参
謀
本
部
設
置

洋
画
研
究
所

(十

一
字
会
)
設
立

(小
山
正
太
郎
、
浅
井
忠
、
松
岡
寿
)

フ
エ
ノ
ロ
サ

(即

男
閃
①昌
o
=
oω僧
)
来
日

(東
京
大
学
哲
学
教
師
)

塩
田
真
ら
毎
月

一
回
上
野
不
忍
池
天
竜
山
生
池
院
に
お
い
て
美
術
品
評
会

を
開
く

(竜
池
会
)

コ
ー
ヒ
ー
の
移
植
が
お
こ
な
わ
れ
る

(
コ
ー

ヒ
ー
店
は
明
治
二

一
年
開
店

東
京
上
野
西
黒
門
町
可
否
茶
館
)

琉
球
を
沖
縄
県
と
す
る

学
制
を
廃
し
、
教
育
令
制
定

ア
メ
リ
カ
人

モ
ー
ス
に
よ
る
大
森
貝
塚
の
発
見

ロ
ダ

ン
ー
青

銅

時

代

(
サ

ロ

ン
)

印

象

派

第

三
国

展

覧

会

(印

象

の
名

は

じ

あ

て
使

用

)

ム
ー

ラ

ン

・
ド

・
ガ

レ

ッ
ト
を

出

品

ク

ー

ル

ベ
ー

死

、

ジ

ュ
ネ

ー
ヴ

湖

畔

(
一
八

一
九

～
)

、

ル

ノ

ワ
ー

ル
が

パ

リ

万

国

博

覧

会

ベ

ル
リ

ン
会

議

(
ビ

ス

マ

ル
ク

H
失

脚

は

一
八

九

〇

隠

の
ヴ

ァ

ル
カ

ン
問

題

へ
の
仲

介
)

露

の
不

満

の

こ
る

ス
ー

ラ

((
}°
ω
O
口
一鋤
仲)

色
彩

論

へ
の
関

心

を
高

め

る

シ
ド

ニ
ー

万

国

博

覧

会

ド

イ

ツ
、

オ

ー

ス

ト
リ

ア
同

盟

ス

ペ

イ

ン
ーー

ア

ル
タ

ミ

ラ

洞
窟

壁

画

の

発

見
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一
八

八
〇

一
明

治

一
三

}㎝㎜㎜

一
八

八

一

一
八
八
二

明
治

一
四

工
部
大
学
造
家
学
科
第

一
回
卒
業
生
辰
野
金
吾

印
刷
局
の
古
美
術
調
査

訓
盲
院

(
コ
ン
ド
ル
に
よ
る
)

山
形
県
済
生
館
病
院

(渡
米
す
る
)
ら
を
出
す

京
都
府
画
学
校
設
立

工
部
美
術
学
校
に
サ

ン

・
ジ

ョ
ヴ

ァ
ン
ニ

(〉
.G。
雪
σq
δ
<
雪
三
)
が
招
か

れ
る

五
姓
田
義
松
、
合
田
清
は
フ
ラ
ン
ス
へ

松
岡
寿
は
イ
タ
リ
ア

へ
留
学

翻
訳
シ
ル
レ
ル
作
、
斎
藤
鉄
太
郎
訳
11

「瑞
正
独
立
自
由
の
弓
弦
」
が
出

る
「君
が
代
」
の
演
奏

明
治

一
四
年
の
政
変

(国
会
開
設
が
明
治
二
三
年
と
決
定
す
る
)

自
由
党
結
党

(総
理
板
垣
退
助
)

第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
開
催
、

(博
覧
会
美
術
品
の
陳
列

の
過
半
が
書

で
あ
る
こ
と
か
ら
小
山
正
太
郎
は
岡
倉
覚
三
と
論
争
す
る
)

彫
刻
で
は
牙
彫
が
盛
と
な
る

西
郷
従
道
邸

(現
明
治
村
)

フ
ラ
ン
ス
風

川
上
冬
崖

(五
四
才
)
死

鹿
鳴
館
時
代
年

明
治

五
表=一 一 一一ニー一 一一一

に

み

る

立
憲
改
進
党
結
党

(総
理
大
隈
重
信
)

伊
藤
博
文

(四
二
才
)
憲
法
取
調
の
た
め
横
浜
を
出
航

(他
八
名
随
員
)

四
月
ス
エ
ズ
着
、
五
月
ベ
ル
リ
ン
着

(ド
イ
ッ
憲
法
学
者

ル
ド
ル
フ

・
フ

第

四

回
印

象

派

展

ド

ー

ミ

エ

(H山
」
9
⇔
¢
ヨ
陣①
『
)

死

(
一
八

〇

八

～

)

セ
ザ

ン

ヌ

(勺
゜
O
ひ
N
g
p
器

)

の
ゾ

ラ
訪

問

メ

ル
ボ

ル

ン
万

国
博

覧

会

ベ

ル
リ

ン
漁

曲菜
博

睡
見
八
云

フ

ラ

ン

ス
で

反

ジ

ェ
ス
イ

ッ
ト

教

育

法

案

通

過

タ

ヒ

チ
島

の

フ

ラ

ン

ス
合

併

フ

ロ
ー

ベ

ル
の

死

(
一
八

一
=

～

)

ロ
ダ

ン
ロ
考

え

る

入

ド

ス

ト

エ
フ

ス
キ

ー

H

カ

ラ

マ
ゾ

フ

の
兄

弟

第

五

回
印

象

派

展
覧

会

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
鉱
泉
博
覧
会

ア
ト
ラ
ン
タ
綿
博
覧
会

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
皿
世
の
暗
殺
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
皿
世
の
即
位

ア
)

フ
ラ
ン
ス
は
チ
ユ
ニ
ス
を
保
護
国
と
す
る

条
約
を
批
准

第
六
回
印
象
派
展

マ
ネ
ー1
政
府
よ
り
レ
ジ
ョ
ン

・
ド

・
ヌ
ー
ル
を
受
け
る

セ
ザ
ン
ヌ
は
ピ
サ

ロ
と
ポ
ン
ト
ワ
ー
ズ
に
住
む

オ
ー
ス
ト
リ
ー
、
ト
リ
エ
ス
ト
工
業
博
覧
会

条
約
改
正
に
関
す
る
第

一
回
各
国
連
合
争
議
会
開
催

イ
ギ
リ
ス
の
エ
ジ
プ
ト
干
渉

(
ロ

シ
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年
表
に
み
る
鹿
鳴
館
時
代

一
八
八
三

一
八
八
四

明
治

一
六

明
治

一
七

オ
ン

・
グ
ナ
イ
ス
ト
と
会
見
そ
の
高
弟
モ
ツ
セ
の
講
義
が
は
じ
ま
る
)
八

月
ウ
ィ
ー
ン
着

(ウ
ィ
ー
ン
大
学
教
授
ロ
ー
レ
ン
ツ

・
フ
ォ
ン
・
シ

ュ
タ

イ
ン
に
面
会
、
九
月
に
そ
の
講
義
が
は
じ
ま
る
)

一
一
月
ベ
ル
リ

ン
へ
、

モ
ツ
セ
の
講
義
再
開

(
一
一
月
シ
ュ
タ
イ
ン
よ
り
日
本

へ
の
招
聰
を
断
ら

れ
る
。
翌

一
六
年
八
月
横
浜
帰
朝
、
二
〇
年
首
相
伊
藤
博
文
憲
法
起
草
二

二
年
公
布
)

日
本
銀
行
設
立

第

一
回
内
国
絵
画
共
進
会

(洋
画
排
斥
、
フ
エ
ノ
ロ
サ
竜
池
会
で
日
本
画

を
保
護
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
)

上
野
寛
永
寺
本
坊
跡
に
博
物
局

(博
物
館
)
の
新
築

(
コ

ン
ド

ル
に
よ

る
)

翻
訳

ヴ

ェ
ル
ニ
エ
作

川
島
恵
之
助
訳
11
虚
無
党
退
治
奇
談

岩
倉
具
視

(五
九
才
)
死

コ
ン
ド
ル
の
設
計
で
鹿
鳴
館
完
成
、

一
一
月
盛
大
な
開
館
式

工
部
美
術
学
校
廃
止
さ
れ
サ
ン
ジ

ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
帰
国

維
氏
美
学

(ヴ

ェ
ロ
ン
、
中
江
兆
民
訳
)

自
由
覚
員
の
蜂
起
、
解
党
な
ど
が
あ
る

ヤ
ン
ソ
ン
教
師
指
導
の
ダ
ン
ス
講
習
会
が
始
る

第

二
回
内
国
絵
画
共
進
会

(洋
画
除
外
)

独
懊
伊
同
盟

(露
仏
の
反
対
)

第

七
回
印
象
派
展

パ
リ
に
第

一
回
日
本
美
術
縦
覧
会
が
開
か
れ
た
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
万
国
博
覧
会

ボ

ス
ト
ン
工
芸
万
国
博
覧
会

ロ
ン
ド
ン
漁
業
博
覧
会

こ

ば

つ

ク
ー
ル
ベ

(フ
ラ
ン
ス
の
提
督
漢
名
孤
抜
)
が
安
南
に
フ
ラ
ン
ス
の
保
護

権

を
認
め
さ
せ
る

ス
ー
ラ

(O
°ω
Φ9
9

点
描
画
法
に
よ
り
水
浴
を
描
く

(翌
年
の
サ

ロ
ン

で
拒
絶
さ
れ
る
)

ゴ

ー
ガ

ン
が
職
を
捨

て
絵
画
に
専
念
す
る
。

マ
ル
ク
ス

(
一
八

一
八
～
)
死

マ
ネ

(
一
八
三
二
～
)
死

モ
ー
パ
ッ
サ
ン
ー
女

の

一
生

ロ
ン
ド
ン
衛
生
博
覧
会

レ

ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
園
芸
博
覧
会

エ
ジ
ン
バ
ラ
森
林
博
覧
会
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一
八
八
五

明
治

八

 

一
八
八
六

　
明
治

一
九

一
八
八
七

明
治
二
〇

八
八
八

明
治

文
部
省
図
画
教
育
調
査
会

フ
エ
ノ
ロ
サ
、
岡
倉
、
小
山
委
員
に
て
古
美

術
調
査
も
行
わ
れ
る

原
田
直
次
郎
渡
独
、
黒
田
清
輝
渡
仏

ユ
ー
ゴ
ー
作

坂
崎
紫
瀾
訳

H
仏
国
革
命
修
羅
の
街

六
月

鹿
鳴
館
で
第

一
期
舞
踏
会
閉
会
式

一
一
月

太
政
官
制
度
廃
止
、
内
閣
制
度
施
行
伊
藤
内
閣

藤
雅
三
渡
仏

第

一
回
条
約
改
正
会
議

(外

相
井
上
馨
)

一
一
月

三
日
鹿
鳴
会
に
て
天
皇
節
祝
賀
会

フ
エ
ノ

ロ
サ
、
岡
倉
古
美
術

調
査
お
よ
び
欧
米

へ
出
張

四
月

伊
藤
首
相
主
催
鹿
鳴
館
仮
装
舞
踏
会

七
月

条
約
改
正
会
議
は
無
期
延
期
を
各
国
に
通
達
し
た
。

保
安
条
例
施
行

東
京
府
工
芸
共
進
会
に
洋
画
も
出
品

東
京
美
術
学
校
設
立

大
隈
重
信
外
相
に
就
任

狩
野
芳
崖
死

(六

一
才
)

年
表
に
み
る
鹿
鳴
館
時
代

ニ
ユ
～

・
オ
ル
レ
ア
ン
ス
工
業
兼
綿
百
年
記
念
博
覧
会

ド
イ
ッ
領
西
南
ア
フ
リ
カ
植
民
地
の
成
立

マ
ネ
の
追
憶
展
覧
会

ル
ノ
ワ
ー

ル

(〉
°ヵ
①
8
ε

印
象
派
を
は
な
れ
る

ロ

ン
ド

ン
万

国

博

覧

会

ド

イ

ツ
、

ニ

ュ

ル

ン
ベ

ル
ク

金

工
博

覧

会

ベ

ル
ギ

ー

か

ら

の

コ
ン
ゴ

独

立

天
清

条

約

、

ス
ー

ラ
ー

1ー
グ

ラ

ン
ド

ジ

ャ

ッ
ト

ゴ

ッ
ホ

(<
°
O
。
αq
げ
)

ー

馬

鈴

薯

を

喰

う

人

々

、

に
専

念

し

は

じ

め

る

ド

イ
ツ
教
皇
と
和
解

(文
化
闘
争
終
)

印
象
派
第
八
回
展
最
終

ゴ

ッ
ホ
と
ゴ
ー
ガ
ン
は
じ
め
て
の
出
会

い

三
国
同
盟
更
新

パ
リ
に
自
由
劇
場
の
創
設

ゴ

ー
ガ
ン
ーー
マ
ル
チ
ィ
ニ
ク
島

へ
出
発

バ

ル
セ
ロ
ナ
万
国
博
覧
会

フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
関
税
紛
争

ゴ

ッ
ホ
、
ゴ
ー
ガ
ン
の
共
同
生
活

(
ア

ル

ル
)

ア

ン
リ

・
ル

ソ
ー

絵

画
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12345678920ユ9181716151413121110

年
表
に
み
る
鹿
鳴
館
時
代

参
考
文
献

(注
に
既
述

の
も
の
を
除
く
)

平
凡
社
世
界
美
術
全
集

29
年
表

・
文
献
平
凡
社
昭
和
32
年

8
月

岩
波
講
座
日
本
歴
史
14
近
代
ω
岩
波
書
店

一
九
六
二
、
五

岩
波
講
座
日
本
歴
史

15
近
代
㈲
岩
波
書
店

一
九
六
二
、
七

岩
波
講
座
日
本
歴
史
16
近
代
㈹
岩
波
書
店

一
九
六
二
、
九

井
上
清
著

「
明
治
維
新
」
日
本
の
歴
史
20
中
央
公
論
社
昭
和
41
年
9
月

木
村
毅
著

「文
明
開
化
」
日
本
歴
史
新
書
至
文
堂
昭
和
四
十

一
年
十

一
月

原
口
清
編

「
開
国
と
撰
夷
」
日
本
歴
史
シ
リ
ー
ズ
第

一
七
巻
世
界
文
化
社
昭
和
41
年
11
月

奈
良
本
辰
也
編

「幕
藩
制
の
動
揺
」
日
本
歴
史
シ
リ
ー
ズ
第

一
六
巻
世
界
又
化
社
昭
和
42
年
12
月

ジ
ャ
ン

・
ド
ゥ
ロ
ル
ム
著
橋
口
倫
介
訳
年
表
世
界
史
W
白
水
社

一
九
六
七
年
十
二
月

大
久
保
利
謙
編

「明
治
維
新
」
日
本
歴
史
シ
リ
ー
ズ
第

一
八
巻
世
界
文
化
社
昭
和
43
年
1
月

源
豊
宗
著

「
日
本
美
術
史
年
表
」
座
右
宝
刊
行
会
昭
和
四
七
年

二
月

特
集
明
治
の
女
芸
術
生
活
ヒ
月
号
芸
術
生
活
社

一
九
七
五
、
七

隈
元
謙
次
郎
著

「お
雇
い
外
国
人
⑯
美
術
」
鹿
島
出
版
会

昭
和
51
年
8
月

児
玉
幸
多
他
編

「江
戸
時
代
図
誌
」
別
巻
2
絵
年
表
筑
摩

書
房
昭
和
53
年
1
月

土
方
定

一
・
坂
本
勝
比
古
編

「
明
治
大
正
図
誌
」
第
四
巻
横
浜

・
神
戸
筑
摩
書
房
昭
和

53
年
4
月

太
陽
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
7
か
わ
ら
版

・
新
聞

「
江
戸
、
明
治

三
百
事
件
」
平
凡
社

一
九
七
八
、
八

]≦
ロ
チ
Φ
5

刀
゜
脚
0
8
0臣
6
臣
θΦ
傷
Φ『
】≦
巴
①『Φ
即
凶ヨ

×
同×

冨
ゲ
臣
=
口
匹
①井

一〇〇
8
～
一〇〇
逡
゜

句
8
一=
o戸

出
」

ピ
帥
℃
oぎ
ε
「①
き
図
×
H×
-×
×
①ωし
8
刈
～
卜。○。
°

カ
Φ芝
巴
伍
」
」

℃
o。。二
日
℃
「Φωω博o巳
。゚ヨ

{『o
B

<
嘗

O
o
σqゴ

8

0
舞
ぴq
三
戸

お
8
。

N
①三
①さ

即

一
望
Φ
閑
`
口
。゚什
牙
ω
一ρ

』昏
酔
`
口
牙
溝
ω
(
甲
o諺
一9曾

く
①
二
9αq)
δ
0
0
°

(本
研
究
は
文
部
省
科
学
研
究
費
助
成
金
に
よ
る
綜
合
研
究
の
分
担
課
題
で
あ
る
。
)
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